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№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

　　　　　サ　ー　ク　ル　　名 （　フリガナ　） 発　表　形　式

プロジェクター

年 月

名 内　・ 外 ・ 両方

回

時間

2021年　5月　～　2021年　10月 回

勤続 年

203 納期付け時間短縮への道

NTN株式会社
カブシキガイシャ

　桑名製作所
クワナセイサクショ

小山
コヤマ

　友梨子
ユリコ

2021 5

1精密軸受工場　生産管理課

　　　　グリル鍋　　　　　　（　　　グリルナベ　　　）

1

1

6

31歳（最高　53歳、最低　20歳）

テ ー マ 暦 1 回 あ た り の 会 合 時 間

本テーマの活動期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

本テーマで　　　件目　社外発表　　1件目

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

4

ＱＣサークル紹介

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

NTN株式会社の紹介

NTNは、1918年に操業を開始し、2018年に100周年を迎えました。

本社は大阪府にあり、軸受やドライブシャフト、精密機器商品等を扱っています。

NTN㈱桑名製作所の紹介

当社は三重県桑名市にあり、産業機械向け軸受を生産しています。

製品が使われている主な業種は、風力発電、建設・鉱山機械、鉄道車両、航空宇宙、工作機です。

発表テーマ

今回は、生産管理課 グリル鍋サークルが

ととのえる ～納期付け時間短縮への道～ を発表します。

NTN(株)桑名製作所

マスコット

桑名製作所



主な業務内容

生産管理課の主な業務は、計画立案・調達・納期管理・工程

管理・仕掛管理・原価低減です。客先納期を遵守し、会社の

利益を追求する生産現場の司令塔です。

サークル紹介

サークル名はグリル鍋、若手が多く、調達担当の業務経験

が浅いことが特徴です。

サークルレベル

現在のサークルレベルはCゾーンで、Bゾーンを目標に活動

を進めました。

テーマ選定1

テーマを選定するにあたり、①係区状況を分析、➁すべき

ことの検討、③時間がかかる業務の洗い出しを行いました。

テーマ選定2

テーマ候補の3つをマトリックス図で順位付けし、

「納期付け（納期設定）業務工数削減」に決定しました。

テーマ選定理由

①緊急度＜重要度、➁メンバー全員に関係するものを取り

上げる、③品番によって工程が複雑などが理由です。



調達面の特徴

取り扱う製品の調達面の特徴として、製品の出入りが頻繁に

発生し、納期管理が複雑です。自動で納期付けされていても、

人の目で見直しを行う必要があります。

調達面の特徴

正しく設定が出来ていない納期付け初期データです。

調達面の特徴

発注システム上の発注画面です。

初期データは何で決まる？

システム上には品番毎にリードタイムマスターが設定されて

おり、マスターを参照して自動で納期付けされます。

現状調査

3名の調達業務にかかる作業時間が、合計で360分/月かかる

ことが分かりました。

目標値設定

納期付け業務時間を50％短縮（360分/月→180分/月）

を目標に設定しました。



計画

活動は2021年5月から開始し、目標としていた2021年10月末

までに完了しました。

要因解析

納期付け業務に時間がかかるを特性に、特性要因図を作成。

4つを主要因に選定しました。

系統図・マトリックス図による対策の立案

4つの主要因を1次手段に展開し、対策を検討しました。

調達面の特徴

納期付けが正しく設定されていません。

対策1 設定ルールに合わせた修正

自分たちでマスターを修正してみても上手く反映されず、

システムを開発した部署に問い合わせました。

対策1 設定ルールに合わせた修正

マスター設定を見直しても設定が反映されない原因を教えて

いただきました。



対策2 設定ルールの見える化

システムを開発した部署から設定データを提供していただき、

工程ID設定の一覧表を作成しました。

対策3 設定ルールに合わせた修正

作成した一覧表を基に、正しい工程IDに修正しました。

結果の確認

修正が反映されているか、次回の計画投入で確認したところ

狙った通りに納期設定がされました。

対策4 対策1の見直し

結果の確認

設定不備による手直しがなくなり、3名とも30分以上の時間

削減となりました。

結果の確認

納期設定作業時間 3名合計で180分/月の削減が出来、

目標を達成しました。



効果

①自動納期付けの仕組みの理解

➁同僚の業務内容の理解

活動後のサークルレベル

目標としていたBゾーンとなりました。

標準化・歯止め

日々の業務に落とし込み、知識やルールが伝承されるように

標準化しました。

反省と今後の課題

今回のQCサークル活動を通して…

システムの複雑な仕組みの理解に苦労しましたが、諦めず

取り組みました。


